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社
会
福
祉
法
人
至
誠
学
舎
立
川
は
２
０
１
５

年
３
月
に
、
２
０
２
５
年
を
目
指
す
「
法
人
中

期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
計
画
の
中
核
は
児
童
、
保
育
、
高
齢
の

３
事
業
本
部
ご
と
に
た
て
ら
れ
た
計
画
で
、
10

年
後
の
２
０
２
５
年
の
あ
る
べ
き
法
人
全
体
の

姿
を
描
い
た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
で

は
２
０
２
０
年
の
初
め
に
起
き
た
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
ニ

ュ
ー
ス
を
皮
切
り
に
、
日
常
が
一
変
し
ま
し

た
。
当
然
こ
の
計
画
、
法
人
の
事
業
も
大
き
く

影
響
を
受
け
、
進
捗
管
理
な
ど
必
要
な
対
応
は

続
け
た
も
の
の
所
期
の
目
標
達
成
は
困
難
な
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

計
画
の
満
了
年
度
に
あ
た
る
２
０
２
５
年

に
、
法
人
内
に
次
期
計
画
の
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
発
足
し
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
の
計
画
に

つ
い
て
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
先
ず
、
次
期
計
画
の
対
象
年
度
は
３
年
と
し

ま
し
た
。
10
年
と
い
う
長
期
の
ス
パ
ン
は
社
会

状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
に
お
い

て
見
通
す
に
は
長
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
一
般
事

業
会
社
の
経
営
計
画
も
比
較
的
短
い
ス
パ
ン
で

の
計
画
に
シ
フ
ト
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
勘
案
し
た
も
の
で
す
。

　

平
た
く
言
え
ば
「
今
年
、
来
年
、
再
来
年
」

の
計
画
で
す
。
単
年
度
事
業
計
画
と
整
合
を
図

り
、
２
年
を
経
過
し
た
3
年
目
に
は
次
の
計
画

策
定
に
入
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
気
忙
し

い
感
じ
で
す
が
よ
り
実
際
的
で
具
体
的
な
計
画

実
行
を
焦
点
に
し
た
考
え
方
で
す
。
ま
た
、
計

画
の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
、
進
捗
や
状
況
変
化

に
柔
軟
に
対
処
で
き
る
よ
う
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
委
員
会
を
法
人
内
に
設
置
し
て
、
計
画

を
ト
レ
ー
ス
す
る
仕
組
み
も
整
え
ま
し
た
。
と

こ
こ
ま
で
は
型
通
り
で
す
が
、
年
明
け
の
ア
メ

リ
カ
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
イ
ラ
ン
へ
の
軍
事

作
戦
に
よ
っ
て
、
石
油
を
筆
頭
に
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
は
危
機
的
状
況
で
社
会
は
読
み
切
れ
な

い
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
８

月
に
想
定
さ
れ
る
期
中
（
臨
時
）
介
護
報
酬
改

定
も
関
連
す
る
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
大
慌
て
で

統
合
さ
せ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、
年

度
計
画
に
は
な
か
っ
た
煩
雑
な
対
応
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。（
本
紙
７
頁
参
照
）

　
そ
ん
な
中
で
も
計
画
し
た
今
年
度
の
大
き
な

事
業
で
あ
る
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
の
大
規
模

修
繕
事
業
や
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
の
空
調
設
備

更
新
な
ど
は
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
中
期
計
画
が
厳
し
い
経
営
環
境
下
で

も
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
く
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
は
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
な
規
模
で
の
開
催
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ご
招
待
者
・
法
人
関
係
者
・
ホ
ー

ム
職
員
総
勢
約
１
２
０
名
が
集
う
賑
や
か
な

会
と
な
り
、
至
誠
ホ
ー
ム
が
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
75
周
年
記
念
の
一
環
で
、
至
誠

ホ
ー
ム
の
礎
で
あ
る
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年

の
「
至
誠
老
人
ホ
ー
ム
」
開
設
当
初
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
木
彫
り
の
看
板
が
、
旭
ホ
ー
ム
長

の
手
に
よ
り
修
復
さ
れ
、
至
誠
ホ
ー
ム

本
館
の
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

町
出
張
所
長
な
ど
大
勢
が
お
見
え
に
な
り
、
皆

様
か
ら
至
誠
ホ
ー
ム
へ
の
心
温
ま
る
励
ま
し

の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
開
設
20
周
年
を
迎
え
た
国
分
寺

市
の
拠
点
「
至
誠
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
」

の
長
畑
達
也
セ
ン
タ
ー
長
と
、
建
物
の
運
営

管
理
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
ぞ
ら
の
本
多

隆
理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
テ
ィ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
食
工
房

７
０
７
さ
ん
の
美
味
し
い
食
べ
物
・
飲
み
物
が

ふ
る
ま
わ
れ
、「
立
川R

ed

&B
lue

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の

皆
様
に
よ
る
素
敵
な
管
楽

器
演
奏
と
、
恒
例
と
な

っ
た
「
国
分
寺
連
」
の

皆
様
に
よ
る
威
勢
の

良
い
阿
波
踊
り
が
宴

　
６
月
６
日
㈯
、
け
や
き
広
場
に
て
「
開
設
75

周
年
記
念　
至
誠
ホ
ー
ム
ま
つ
り
～
至
誠
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
20
周
年
～
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
開
設
記
念
月
の
６
月
に
合
わ
せ
「
感

謝
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

５
年
毎
の
区
切
り
の
年
に
は
「
至
誠
ホ
ー
ム

ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
前
回

２
０
２
１
年
の
開
設
70
周
年
の
際
は
、
新
型
コ

開設75周年記念 至誠ホームまつり

が開催されました！

ホームまつり実行委員長

　　至誠ホームミンナ園長　 諏　訪　　　逸

　　統括事務局長　　　　　 金　井　裕　一 

▼

リペアされた
　至誠老人ホーム
（1951年当時）
の看板

▲
恒
例
と
な
っ
た
阿
波
踊
り

▼

す
て
き
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
あ
り
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
実
に
10
年
振
り
の
「
至
誠
ホ
ー
ム

ま
つ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
日
直
前
に
台
風
が
通
過
す
る
な
ど
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
穏
や
か
な
陽

ざ
し
の
中
で
、
日
頃
か
ら
至
誠
ホ
ー
ム
を
支
え

て
下
さ
っ
て
い
る
後
援
会
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
へ
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
特
別
表
彰
２
組
様
、
永
年
後

援
会
会
員
32
名
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
名
様
、

永
年
勤
続
職
員
78
名
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　
ご
来
賓
と
し
て
酒
井
大
史
立
川
市
長
、
丸
山

哲
平
国
分
寺
市
長
、
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員

（
代
理
）、
小
田
原
潔
衆
議
院
議
員
の
ほ
か
、
都

議
会
・
市
議
会
議
員
の
皆
様
、
立
川
消
防
署
錦
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名
嘉
真
朝
哲　
廣
瀬
恭
子　
　
藤
森
律
枝

程
内
智
也　
　
宮
川
礼
子　
　
宮
里
真
大

山
本
登
喜
子

10
年
（
17
名
）

天
野　
節　
　
飯
田
良
子　
　
岩
崎
り
え

梅
津
龍
太　
　
近
江
谷
朋
子　
大
山
陽
子

木
村
竹
子　
　
志
賀
曜
子　
　
鈴
木
達
夫　
　

武
村
恵
里　
　
谷
田
ひ
と
み　
田
福
律
子　
　

田
村
厚
樹　
　
内
藤
憲
治　
　
内
藤
真
理
子　

能
登
屋　
薫　
山
川
美
貴
子

15
年
（
19
名
）

井
上
晴
美　
　
入
江
と
も
子　
川
島
み
な
み　

木
村
雅
子　
　
木
暮
純
子　
　
小
嶋
真
里　
　

櫻
井
賢
司　
　
白
澤
征
爾　
　
鈴
木
裕
也　
　

瀬
戸
口
祐
子　
高
頭
美
千
絵　
竹
内
く
に
子　

田
端
喜
久
恵　
友
田
綾
子　
　
中
村
信
夫　
　

萩
原
公
美　
　
緑
川
こ
ず
え　
護
山
晶
子　
　

山
田
恭
子

20
年
（
9
名
）

粟
野
加
奈
子　
江
田
真
紀
子　
緒
方
ひ
と
み　

川
口
の
ぶ　
　
坂
本
由
美
子　
島　
き
や
子　

菅
原
久
美
子　
高
泉
亮
太
郎　
平
岡
清
子

25
年
（
11
名
）

川
嶋
富
美
子　
新
保
真
知
子　
辻
川
田
津
美　

冨
上
雅
好　
　
戸
田
啓
子　
　
西
牧
佳
子　
　

細
井
千
佳　
　
水
村
安
代　
　
吉
住
聡
子　
　

芳
村
光
守　
　
若
林
健
太

30
年
（
3
名
）

遠
藤
妙
子　
　
櫻
井
桃
世　
　
平
原
多
喜
子

35
年
（
1
名
）	
渡
辺
真
理
子

45
年
（
1
名
）	

小
向
敏
江

50
年
（
1
名
）	

岡
田　
清

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
感
謝
状　
　
　
13
名

３
年
（
４
名
）

岩
品
和
子　
　
上
野
和
夫　
　
大
澤
早
智
子

小
倉　
諭

５
年
（
１
名
）	

宮
田　
政
江

10
年
（
3
名
）	

田
久
保
妙
子　
平
田
道
子	

松
本
恵
美

15
年
（
2
名
）	

澤
田
照
代　
　
本
間
秋
子

20
年
（
2
名
）	

勝
倉
ナ
ホ
ミ　
菊
池
正
勝

30
年
（
1
名
）	

溝
口
礼
子

永
年
勤
続
職
員　
表
彰　
　
　
78
名

５
年
（
18
名
）

五
十
嵐
達
夫　
加
藤
夏
江　
　
工
藤
絵
里

倉
島
勝
治　
　
小
泉　
舞　
　
小
林
啓
子

佐
伯
美
智
子	

柴
田
直
子　
　
柴
山
み
な
み

　

当
日
お
越
し
下
さ
っ
た
皆
様
、
食
工
房

７
０
７
の
皆
様
、
前
日
・
当
日
の
応
援
職
員
、

そ
し
て
実
行
委
員
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
至
誠
ホ
ー
ム
へ
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
状
・
表
彰
状
贈
呈
者
名
簿
（
敬
称
略
）

特
別
表
彰　
　
　
２
組

移
動
美
容
室 

訪
問
美
容
サ
ー
ビ
ス 
ヘ
ア
ク

リ
ー
ン
倶
楽
部　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
化
研
修
部
門 

一
般
教
化
課
程 

と
も
し
び
法
話
会

後
援
会
会
員　
感
謝
状　
　
　
32
名

５
年
（
９
名
）

井
田
礼
子　
　
梅
田
春
生　
　
大
橋
忠
弘

小
川　
隆　
　
小
野
千
代　
　
佐
藤
典
子

島
田　
壽　
　
志
村
広
一
郎　
泊　
房
枝

10
年
（
7
名
）

市
川
敏
夫　
　
大
神
田
千
代
子　
坂
口
孝
憲

谷
口
政
美　
　
古
林
昌
子　
　
宮
川
典
子

吉
上
恵
子

15
年
（
5
名
）

出
浦
康
子　
　
大
舘
純
子　
　
宮
﨑
富
司

師
岡
幸
太
郎　
有
限
会
社
カ
ナ
イ
メ
デ
ィ
カ
ル

20
年
（
4
名
）

石
橋
京
子　
　
三
中
西
せ
い
子　
三
宅
奉
子

山
﨑
厚
子

25
年
（
3
名
）

岩
品
昭
夫　
　
大
塚
千
恵
子　
清
水
真
理
子

30
年
（
１
名
）	

株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
電
化

35
年
（
1
名
）	

橋
本
ラ
イ
ヤ

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
令
和
８
年
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
５
月
31
日

井
上
富
士
子　
桜
井
博
子　
　
戸
田
理
一

岩
木
信
幸	

小
澤
皎
代	

茂
木
ハ
マ
子

㈲
リ
ハ
ビ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス	

出
浦
康
子	

村
上
久
美
子	

長
尾
洋
子	

鎌
田
容
子	

㈲
松
山
堂
薬
局　
松
山
仁
紀	

林　
美
保

㈲
小
野
印
刷
代
表
取
締
役
小
野
優		



田
代
啓
美	

松
本
美
代
子	

酒
井
敦
子	

小
野
千
代	

㈱
サ
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン	

及
川
悦
子	

及
川
清
一	

志
村
広
一
郎	

高
橋
直
子	

武
内
俊
一	

武
内
美
智
子	

古
林
昌
子	

岸　
幸
子	

野
上
温
子	

辛
島
道
子	

益
子
総
一
郎	

師
岡
恵
美
子	

師
岡
邦
臣	

師
岡
幸
太
郎	

高
橋
明
子	

宮
田
政
江	

高
松
恵
子	

篠
田
紀
子	

三
宅
奉
子	

木
宮
和
子	

小
倉　
諭	

小
峰　
誠	

谷
口
秀
子	

原　
忠
昭	

及
川
雅
弘	

今
井
二
三
雄	

清
水
早
苗

㈲
梅
田
経
営
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役 

梅
田
春
生	

高
松
信
幸	

熊
谷
育
子	

大
塚
千
恵
子　

以
上
50
名

後援会加入の
お　願　い

至誠ホーム事務局
　　立川市錦町６-28-15	 TEL. 042-527-0031
至誠ホームキートス
　　立川市幸町４-14-1	 TEL. 042-538-2323
至誠ホ ー ム ミ ン ナ
　　国分寺市並木町3-12-2	 TEL. 042-300-3700

　　会　費　　２,０００円以上
　　会　長　　梅 田 春 生

《振込口座》　ゆうちょ銀行
　口座番号：00120-9-32523
　口 座 名：高齢者総合福祉施設至誠ホーム後援会

皆様方の温かいご支援とご協
力をお願い申し上げます。
お申し込みは下記事務所へ。
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お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
は
週
に
１
回
確
認
し
、
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
際
に
は
内
容
を
検
討
し
た

う
え
で
、
所
属
施
設
の
施
設
長
よ
り
回
答
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
回
答
内
容
は
利
用
者
相
談
委

員
会
を
経
て
、
施
設
内
の
掲
示
板
な
ど
で
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
相
談
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
な
ど

外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
る
第
三
者
委
員
会
で
、

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
９
月
と

３
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
苦
情
受
付
は
０
件
、
お
手

紙
コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
書
は
３
件
あ
り
、
利
用
者

相
談
委
員
会
に
て
内
容
を
確
認
し
、
対
応
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
匿
名
の
お
電
話
に
よ
る
ご

意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
ご
意
見
は
、
よ
り
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ホ
ー
ム
づ
く
り

に
つ
な
が
る
大
切
な
お
声
で
す
。
今

後
も
、
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
こ
と
や
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

至
誠
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
や
ご

家
族
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る

た
め
、「
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
（
ホ
ー
ム
長
へ
の

手
紙
・
利
用
者
相
談
委
員
会
へ
の
手
紙
）」
を

各
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
」「
施
設
で
の
生
活
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」

「
こ
う
し
た
ら
も
っ
と
良
く
な
る
の
で
は
」
な

ど
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
各
施
設
内
に
設
置
し

て
い
る
「
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
（
ポ
ス
ト
）」
へ

の
投
函
の
ほ
か
、
利
用
者
相
談
委
員
会
専
用
電

話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
職

員
へ
直
接
お
声
か
け
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
至
誠
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
副
ホ
ー
ム
長 
兼 

統
括
事
務
局
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
裕
一

　
事
業
活
動
の
収
入
状
況
は
約
36
億
円
で
、
前

年
比
５
、０
０
０
万
円
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
活
動
の
支
出
状
況
は
約
35
億
円
、
前
年
比

で
約
1
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
事

業
活
動
の
収
支
差
額
は
約
1
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
当
期
資
金
収
支
差
額
は
マ
イ
ナ
ス
約
８
、

０
０
０
万
円
で
す
が
、
年
度
末
に
法
人
か
ら
事

業
調
整
資
金
の
援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実

質
は
約
１
億
２
０
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ

り
、昨
年
度
に
続
い
て
の
減
少
の
結
果
で
し
た
。

　

収
入
の
増
加
の
う
ち
半
分
の
２
、５
０
０
万

円
は
稼
働
率
が
伸
び
た
成
果
で
し
た
が
、
支
出

面
を
上
回
る
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
今
後
更
な
る

稼
働
率
向
上
が
必
要
で
す
。

　
支
出
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
水
光
熱
費
の
上

昇
が
毎
月
２
０
０
万
円
程
度
あ
っ
た
こ
と
や
、

食
事
委
託
費
、
給
食
費
の
上
昇
も
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
現
場
で
の
「
人
員
不
足
」
は
依
然
と
し

て
変
わ
ら
ず
、
収
入
面
で
あ
る
介
護
報
酬
の
上

昇
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
財
政
面
と
し
て

は
、
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
人
員
不
足
対
策
と
し
て
は
、
継
続

し
て
外
国
人
介
護
士（
フ
ォ
ー
リ
ン
ス
タ
ッ
フ
）

　

２
０
２
５
年
度

  
至
誠
ホ
ー
ム 

決
算
報
告

を
採
用
し
て
お
り
、
現
在
約
１
１
０
名
が
安
定

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
材
料
で
す
。

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情

の
窓
口

　

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

　

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

　

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

　
Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６

至誠ホーム収支計算書概要
（2025年4月1日〜2026年3月31日）　　　　　　  単位：千円

介護保険事業 その他の事業 合　計
事 業 活 動 収 入 3,240,662 358,740 3,599,402
事 業 活 動 支 出 3,095,739 412,273 3,508,012
事業活動資金収支差額 144,923 △ 53,533 91,389
当 期 資 金 収 支 差 額 23,581 △ 101,530 △ 77,949

※本部会計を含む

至誠ホーム借入金状況
　　　　　　　（2026年3月31日現在）　　　単位：千円

借入先 期末残高
福 祉 医 療 機 構 1,936,346
金 融 機 関 399,146

合　　計 2,335,492

至
誠
ホ
ー
ム

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
を

お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？



立
川
錦
ブ
ロ
ッ
ク　
管
理
栄
養
士　

今
川
理
恵

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

あ
な
た
の
熱
中
症
対
策
、
で
き
て
い
ま
す
か
？
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№ 376

緒
に
ア
ク
シ
ョ
ン
（
行
動
）
出
来
る
こ
と
を
考
え

る
場
を
作
っ
て
み
た
ら
何
か
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の

で
は
、
そ
ん
な
期
待
の
中
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま

し
た
。
市
や
社
協
、
福
祉
公
社
、
医
師
会
や
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
市
内
全
て
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
い
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
い

っ
た
専
門
職
の
ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
市

民
、
当
事
者
、
家
族
も
参
加
し
、
ま
た
訪
問
看
護

や
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
仲
間
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
４
月
に
第
１
回
を
開
催
、
総
勢
80

名
以
上
と
な
り
沢
山
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

①
認
知
症
の
偏
見
を
な
く
し
た
い
‼
②
認
知
症
に

な
っ
て
も
働
け
る
場
、
自
分
を
活
か
せ
る
場
を
考

え
た
い
‼
③
誰
も
が
行
き
た
い
所
に
行
け
る
よ

う
、
外
出
に
つ
い
て
考
え
た
い
‼
④
行
方
不
明
防

止
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る
方
法
を
考
え
よ
う

‼
⑤
居
場
所
つ
く
り
、
人
と
の
繋
が
り
を
つ
く
り

た
い
‼
⑥
一
緒
に
何
か
や
ろ
う
、
好
き
な
こ
と
を

や
っ
て
み
よ
う
‼
⑦
新
し
い
「
仕
組
み
つ
く
り
」

を
考
え
た
い
‼

　
２
回
目
も
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
い
を
沢

山
し
、
⑥
で
は
当
事
者
夫
婦
と
一
緒
に
遠
足
に
行

く
企
画
と
ア
ク
シ
ョ
ン
が
出
て
い
ま
し
た
。
調
布

で
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
か
ら
も
生
ま
れ
て

く
る
事
を
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。（
つ
づ
く
）

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 	

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
４
０
１
）０
０
３
５

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　
コ
ロ
ナ
禍
で
休
会
中
の
市
民
団
体
「
ち
ょ
う
ふ

認
知
症
を
支
え
あ
う
輪
」
の
再
起
動
の
支
援
を
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事
務
局
か
ら
依
頼
が

あ
り
一
緒
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
事
者
や

家
族
（
ケ
ア
ラ
ー
）、
地
元
企
業
、
居
宅
・
通
所
介

護
な
ど
、
市
民
有
志
で
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を

さ
れ
て
い
た
団
体
で
し
た
が
、
一
か
ら
メ
ン
バ
ー

を
集
め
増
や
す
と
こ
ろ
か
ら
開
始
を
し
ま
し
た
。

　
毎
月
の
会
合
で
は
徐
々
に
参
加
団
体
を
増
や
し

な
が
ら
何
の
た
め
の
会
、
何
が
し
た
い
か
を
話
し

合
い
、
次
の
よ
う
な
理
念
と
目
的
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
「
自
分
事
」
と
し
て
の
意
識
変
容
…
市
民
一

人
ひ
と
り
が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
自

分
に
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
「
あ
っ
た
ら
い
い

な
」
を
見
つ
け
形
に
す
る
。
②
市
民
参
加
に
よ

る
互
助
・
共
助
の
推
進
…
制
度
や
専
門
サ
ー
ビ

ス
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
住
民
同
士
が
日

常
の
中
で
自
然
に
助
け
合
え
る
関
係
性
を
築
く
。 

③
当
事
者
の
尊
厳
と
役
割
の
確
立
…
認
知
症
当
事

者
が
「
支
援
の
対
象
」
で
は
な
く
、
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
役
割
を
持
ち
共
に
活
動
す
る
。

④
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
構
築
と
推
進
…
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
、
当
事
者
の

困
り
ご
と
を
チ
ー
ム
で
支
え
る
仕
組
み
を
創
る
。

　
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
く
中
で
一

「
認
知
症
ア
ク
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
㏌ 

調
布
」
の
開
催

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き 

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員 

作
業
療
法
士　

柴　

元
之

暑い夏に暑い夏に
備えよう‼備えよう‼

　
近
年
は
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
気
温
の
高
い
日

が
増
え
、
夏
の
訪
れ
も
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年

４
月
に
は
気
象
庁
が
最
高
気
温
40
℃
以
上
の
日
を

「
酷
暑
日
」
と
定
義
す
る
新
た
な
予
報
用
語
を
設

け
ま
し
た
。
早
く
も
５
月
か
ら
各
地
で
真
夏
日
が

観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
か
ら
真
夏
に
か
け
て

熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
の
季
節
、
次
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
で
対
策
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
っ
て
い
る

「
の
ど
が
渇
い
た
」と
感
じ
た
時
点
で
、す
で
に

水
分
不
足
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
1
日
１・
２

ℓ
、
起
床
時
・
毎
食
時
・
入
浴
後
・
就
寝
前

に
コ
ッ
プ
１
杯（
２
０
０
㎖
）の
摂
取
が
目
安

で
す
。

麦
茶
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
る

麦
茶
は
ミ
ネ
ラ
ル
補
給
に
、
大
量
に
汗
を
か

い
た
際
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
有
効
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
・
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て
い
る

カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用

が
あ
り
、
水
分
不
足
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

湿
度
が
高
い
日
は
特
に
意
識
し
て
対
策
し
て
い
る

蒸
し
暑
く
風
の
な
い
日
は
体
温
が
下
が
り
に

く
く
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

睡
眠
を
と
り
、
体
調
を
整
え
て
い
る

睡
眠
不
足
や
二
日
酔
い
な
ど
体
調
不
良
時
は

リ
ス
ク
が
特
に
高
く
な
り
ま
す
。

◆
チ
ェ
ッ
ク
が
少
な
か
っ
た
方
は
要
注
意
！

　
で
き
る
こ
と
か
ら
習
慣
に
し
て
、
暑
い
夏
を
元

気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

◆
管
理
栄
養
士
か
ら
の
お
す
す
め
！

  

お
か
ず
に
も
う
一
品
。
熱
中
症
対
策
レ
シ
ピ
。

「
き
ゅ
う
り
の
塩
昆
布
和
え
」

　
熱
中
症
対
策
に
ぴ
っ
た
り
の
一
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
き
ゅ
う
り
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
分
で
、

カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
。
塩
昆
布
と

合
わ
せ
る
こ
と
で
塩
分
補
給
も
で
き
る
、
ま
さ
に

夏
に
う
れ
し
い
組
み
合
わ
せ
で
す
。
ホ
ー
ム
の
お

食
事
で
も
、
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭

で
も
お
試
し
く
だ
さ
い
！

［
作
り
方
］

１
．
き
ゅ
う
り
１
本
を
乱
切
り
に
す
る

２
．
塩
昆
布
５
ｇ
と
合
わ
せ
て
ジ
ッ
パ
ー
付
き
袋

に
入
れ
、
よ
く
揉
み
込
む

３
．
冷
蔵
庫
で
１
時
間
ほ
ど
な
じ
ま
せ
て
完
成

　
シ
ン
プ
ル
で
手
軽
に
作
れ
る
の
で
、
暑
い
日
の

一
品
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！
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2026 年度ボランティア受入
福祉学習協力状況

　令和８年４月〜令和８年５月 ※GH：グループホーム

2026年度至誠ホーム利用者状況
令和８年４月〜令和８年５月

				





46
件（
延
46
件
）

②
物
品
の
部

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
　

玉
水
会 

会
長 

金
谷
建
男	

岡
部
千
津	

３
件
（
延
3
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
井
上
京
子　
　
及
川
悦
子	

木
村
千
世
子

小
松
万
壽
子　
今
野
宏
子　
　
鈴
木
幸
子　
　
関
根
哲
子　

田
中
由
紀
子　
内
藤
紅
美
子　
蜷
川
文
子　
　
平
田
道
子　

宝
諸
博
文　
　
水
野
美
鈴　
　
森
田
浩
子　
　
山
田
ハ
ル
江

【
日
野
市
】  　
ド
ゥ
ブ
ニ
コ
バ 

ウ
リ
ア
ナ　
　

ド
ゥ
ブ
ニ
コ
バ 

ヤ
ン
ナ	

西
山
寛
子　
　
目
黒
美
知
子

【
国
立
市
】	

植
田
直
樹　
　
川
野
辺
博　
　
北
村
延
子　

髙
原
真
人　
　
田
代
さ
と
み　
田
中
奈
美
江　
圓
谷
和
功　

沼
尻　
哲　
　
山
根
浩
子　
　
渡
部
敏
明

【
国
分
寺
市
】  

前
田
博
美

【
他
市
】　　
　
と
も
し
び
法
話
会		



延
２
８
０
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

【
立
川
市
】  　
加
藤
恵
美　
　
長
谷
川
総
子　
宮
下
皆
子　

渡
辺
真
智
子				






延
26
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）　　

【
立
川
市
】  　
田
中
ま
り
子

【
他
市
】  	

雨
宮
む
つ
実	

堀
田
ト
シ
子	

舩
木
光
子

					







延
18
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）　

【
調
布
市
】  　
柿
沼
玲
子　
　
玉
木
信
義　
　
松
田
憲
治　

桑
原
慶
子	

金
子
里
美	

宮
崎
雅
代		



延
11
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）　
な
し

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
柏
町
隣
人
会	

気
功
の
会　
　
青
木
融
子　

浅
川
惠
子　
　
岩
品
和
子　
　
上
野
和
夫　
　
上
野
佳
与
子

大
川
由
美
子　
加
賀
晴
子　
　
菊
池
正
勝　
　
金
須
礼
子　

小
林
純
子　
　
澤
田
照
代　
　
三
中
西
せ
い
子　
髙
杉
勝
美

髙
橋
陽
子　
　
髙
橋
好
弘　
　
田
中
美
智
子　
寺
本
一
俊　

栃
木
房
義　
　
鳥
越
幸
子　
　
中
澤
京
子　
　
中
野
庸
夫　

中
村
良
一　
　
成
瀬
彰
子　
　
布
目
雅
之　
　
原　
静
江　

平
田
國
子　
　
蛭
田
妙
子　
　
別
府
ひ
ろ
子　
星
喜
美
子　

本
間
秋
子　
　
松
本
恵
美　
　
溝
口
礼
子　
　
宮
坂
一
栄　

森
生
愛
子　
　
吉
上
晴
美　
　
渡
辺
佳
子

【
国
分
寺
市
】	

勝
倉
ナ
ホ
ミ　
小
林
邦
子　
　
神
宮
路
久
枝

山
本
佳
子

【
他
市
】　　
　
大
貫
英
夫　
　
櫻
井
千
佳
子　
田
久
保
妙
子

田
中
典
子				






延
２
４
４
名

ホ
ー
ム
日
誌

２
０
２
６
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
５
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
　
至
特
：
至
誠
特
養　
ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ

多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
ス
：
ス
オ
ミ　

調
：
調
布
地
区　
オ
：
オ
ン
ニ　
キ
：
キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　

　
４　
　
月

１
水　
２
０
２
６
年
度
辞
令
交
付
式

３
金	

創
設
者
墓
参　
福
祉
振
興
会

４
土	

至
誠
ホ
ー
ム
家
族
会
総
会
（
至
特
・
和
）

22
水	

和
光
会
総
会
（
和
）

　
５　
　
月

13
水	

春
の
お
食
事
会
（
至
特
）

13
水	

春
の
お
食
事
会
（
和
）

13
水	

お
地
蔵
様
法
要
（
錦
）

15
金	

春
の
お
食
事
会
（
ア
）

15
金	

春
の
お
食
事
会
（
ス
）

19
火	

会
計
監
査
人
監
査
報
告
・ 

監
事
監
査

22
金	

ミ
ン
ナ
絆
観
音
御
法
要
（
国
）

27
水	

理
事
会

※
感
染
症
予
防
の
た
め
一
部
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。

感
謝
録

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
　
　

２
０
２
６
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
５
月
31
日

①
金
員
の
部

下
東
玲
子　
　
濵
﨑
裕
子　
　
鈴
木
幹
男　
　
岡
田　
清　
　

太
田
清
勝　
　
大
澤
早
智
子　
渡
辺
由
紀
子　
須
崎
昭
平　
　

光
西
寺　
　
　
桃
野
幸
子　
　
島
田　
壽　
　
渡
邉
綾
子　
　

㈱
サ
ン
プ
ロ
ス
代
表
取
締
役
馬
場
弘
行　
　
　
大
館
純
子　

 
太
田　
利　
　
戸
田
理
一　
　
安
本
善
衛　
　
安
本
サ
ヨ
子　

茂
木
ハ
マ
子　
出
浦
康
子　
　
鎌
田
容
子　
　
林　
美
保　
　

㈲
松
山
堂
薬
局
松
山
仁
紀　
　
田
代
啓
美　
　
小
野　
優　

小
野
千
代　
　
及
川
清
一　
　
及
川
悦
子　
　
高
橋
直
子

武
内
俊
一　
　
武
内
美
智
子　
鬼
澤
活
行　
　
廣
川
耕
司　
　

川
谷　
節　
　
小
澤
皎
代　
　
古
林
昌
子　
　
野
上
温
子　
　

益
子
総
一
郎　
師
岡
恵
美
子　
谷
口
秀
子　
　
原　
忠
昭　
　

清
水
早
苗　
　
熊
谷
育
子　
　
大
倉
秀
夫　
　
大
塚
清
人

㈲
梅
田
経
営
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
梅
田
春
生

施設名 事業名 一般 V V 体験 計 累計
至誠特別養護
老 人 ホ ー ム 特 養 39 0 39 39

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

特 養 175 0 175 175
通所介護 18 0 18 18

生 活 ア ク テ ィ ビ テ ィ 24 0 24 24
至 誠 和 光
ホ ー ム

軽費老人
ホ ー ム 18 0 18 18

至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ

ケアハウス 6 0 6 6
Ｇ Ｈ 0 0 0 0

至 誠 コ ミ
ケアセンター いこいの場 26 0 26 26

至誠調布若葉
ケアセンター

通所介護 8 0 8 8

Ｇ Ｈ 3 0 3 3

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

特 養 18 0 18 18
ショート 0 0 0 0
看護小規模
多 機 能 0 0 0 0

至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス

特 養 220 0 220 220
通所介護 24 0 24 24

至 誠 柏
ケアセンター 通所介護 8 0 8 8

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

小 規 模 多 機
能 居 宅 介 護 81 0 81 81

特 養 4 0 4 4

G H 1 0 1 1
至 誠 国 分 寺
ケアセンター 通所介護 26 0 26 26

計 699 0 699 699

事　業　内　容 ４月 ５月 累計

自 主 事 業

ふれあい夕ごはん事業 111 92 203
利用者数 12 12 24

保養ステイ事業（和光） 21 34 55
保養ステイ事業（スオミ） 5 0 5
足の健康サークル（至誠アクティブセンター） 0 26 26

短 期 入 所
生 活 介 護

至誠ホームアウリンコ 458 440 898
至誠キートスホーム 424 451 875
至誠ホームオンニ 9 12 21

通 所 介 護

至誠ホームアウリンコ 641 625 1266
至誠調布若葉ケアセンター 569 560 1129
至誠キートスケアセンター 973 944 1917
至誠柏ケアセンター 670 665 1335
至誠国分寺ケアセンター 424 422 846

訪 問 介 護
至誠コミケアセンター 553 548.0 1101
至誠キートスケアセンター 502 505.5 1007.5

小規模多機能
至誠ホームミンナ 594 630 1224
至誠ホームオンニ 450 465 915

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96名、至誠ホームアウリンコ 129名、至誠ホームキートス 70名、
　至誠ホームミンナ小規模特養 29名、至誠和光ホーム 50名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50名、
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9名、調布若葉ケアセンターグループホーム 18名、
　至誠ホームミンナグループホーム 18名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数
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№ 376

　
５
月
31
日
（
日
）
に
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
で
立

川
市
主
催
の
「
医
療
・
介
護
フ
ェ
ス
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
は
、
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
医
療
・
介
護
と
の
関
わ
り
方
、
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
を
広
く
周
知
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
に
２
０
２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

心
ホ
ッ
と
し
な
が
ら
お
渡
し
す
る
と
、
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
て
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
ち
ゃ
ん
と

〝
あ
り
が
と
う
〟
っ
て
言
う
の
よ
」
と
言
わ
れ

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時
の
嬉
し

さ
は
、
暑
さ
も
苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
ほ

ど
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。

途
切
れ
る
こ
と
な
く
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
し
、
フ
ェ
ス
は
ま
だ
２
回
目
の
開
催
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
医
療
・
介
護
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

	

篠
田
紀
子　
　
宮
田
政
江　
　
小
池
龍
雄　

高
橋
ノ
リ
子				






延
８
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】　
樹
音	

ア
マ
リ
リ
ス	

栗
原
克
徳　

大
澤
早
智
子	
小
倉　
諭	

近
藤
さ
く
ら

【
他
市
】	

大
木
ミ
チ			




延
97
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
国
際
文
化
理
美
容
専
門
学
校

【
他
市
】	

菅
野
彰
子			




延
26
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕〔
キ
ー
ト
ス
〕〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕〔
も
と
ま
ち
〕〔
調
布
若
葉
〕

　
な
し福

祉
学
習
協
力

　
２
０
２
６
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
５
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修　
　
　
な
し

（
２
）
体
験
学
習　
　

調
布
第
四
中
学
校
（
３
名
３
日
）

（
３
）
見
学
・
視
察　
　

東
京
都
施
設
指
導
部
（
11
名
１
日
）

令
和
８
年
度
介
護
報
酬
改
定（
期
中
改
定
）に
つ
い
て

　
　
　
　
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　
園 

長　
　

大
友
正
樹

　
こ
の
６
月
か
ら
令
和
８
年
度
介
護
報
酬
改
定

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
報
酬
は
３
年
ご

と
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
年

度
（
令
和
９
年
度
）
が
改
定
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
今
回
の
改
定
は
、
介
護
人
材
不
足
の
深
刻

化
や
物
価
の
急
騰
と
い
っ
た
社
会
情
勢
を
背
景

と
し
て
、
臨
時
的
に
実
施
さ
れ
る
改
定
で
す
。

３
年
ご
と
の
期
間
の
途
中
に
実
施
さ
れ
る
改
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
期
中
改
定
」
と
称
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
主
に
以
下
の
2
点
で

す
。

⑴
処
遇
改
善
加
算
の
拡
充

　
介
護
人
材
不
足
の
状
況
は
ま
す
ま
す
深
刻
化

で
す
。

　
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
警
察
・
消
防
・
保

健
所
や
市
内
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
、
職
能

団
体
な
ど
の
28
の
団
体
が
活
動
の
紹
介
や
周
知

啓
発
の
た
め
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

至
誠
ホ
ー
ム
か
ら
は
各
施
設
が
「
立
川
市
高

齢
者
福
祉
施
設
会
」
の
一
員
と
し
て
、
他
に
も

通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
の
ブ
ー
ス
な
ど

で
職
員
が
参
加
、
法
人
の
稲
永
理
事
長
も
民
生

委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の
ブ
ー
ス
で
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

「
立
川
市
高
齢
者
福
祉
施
設
会
」
で
は
市
内

の
各
法
人
の
職
員
が
入
所
相
談
・
焼
き
芋
・
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
行
な
い
、
こ
れ
は
フ
ェ
ス
の

主
旨
と
し
て
参
加
者
か
ら
費
用
を
い
た
だ
く
事

は
出
来
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
お
り
、
全
て
無

料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

10
時
に
立
川
市
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
始
ま

っ
た
フ
ェ
ス
は
16
時
ま
で
各
ブ
ー
ス
で
賑
や
か

に
行
わ
れ
、
当
ブ
ー
ス
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

市
内
各
施
設
の
地
図
を
見
な
が
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
手
に
し
た
り
、
相
談
員
か
ら
話
を
聴
い
た

り
、
焼
き
芋
を
受
け
取
っ
た
り
と
様
々
な
方
々

が
来
展
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

家
族
連
れ
の
来
展
が
多
く
、
お
子
さ
ん
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
を
聴
い
て
作
品
を
お
渡
し
し
て
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
年

前
に
出
展
し
た
際
に
は
「
犬
」「
剣
」「
花
」
だ

け
だ
っ
た
も
の
が
、
今
回
は
「
キ
リ
ン
」
や

「
う
さ
ぎ
」
な
ど
種
類
も
増
え
、
特
に
「
う
さ

ぎ
」
は
「
花
」
と
共
に
女
の
子
に
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。
フ
ェ
ス
に
向
け
て
各
施
設
か
ら
集
ま

っ
て
練
習
し
た
甲
斐
も
あ
り
、
出
来
栄
え
に
内

し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
介
護
報
酬
の
一
定

の
率
を
職
員
の
処
遇（
賃
金
）改
善
に
使
途
を
限

定
す
る「
処
遇
改
善
加
算
」の
仕
組
み
が
導
入
さ

れ
、
段
階
的
に
拡
充
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
定
で
は
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
処
遇
改
善
の
対

象
が
介
護
職
員
の
み
で
は
な
く
、
看
護
職
員
な

ど
の
他
の
職
種
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
介
護
事
業
所
等
に
お
い
て
、
人
材
不
足
の

状
況
に
あ
る
の
は
介
護
職
員
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
職
種
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
も
非
常
に
困

難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

同
様
の
事
情
か
ら
、
居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
看

医
療
・
介
護
フ
ェ
ス

に
つ
い
て

　
　
　
　
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

園
長　

鈴
木　

篤



〈8〉

に
つ
い
て
は
、
施
設
と
利
用
者
の
契
約
に
よ
る

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
所
得
が
一
定
以

下
の
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
の
方
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応
じ
て
負
担
限
度
額

が
設
け
ら
れ
、
食
費
・
居
住
費
と
し
て
平
均
的

に
掛
か
る
費
用
と
し
て
国
が
定
め
た
額
（
＝
基

準
費
用
額
）
と
の
差
額
を
保
険
給
付
（
補
足
給

付
）
で
補
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

定
で
は
、
諸
物
価
・
食
材
料
費
等
の
高
騰
を
受

け
て
、
食
費
の
基
準
費
用
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
所
得
区
分
の
方
に
つ
い

て
は
、
食
費
・
居
住
費
の
負
担
限
度
額
に
つ
い

て
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

護
な
ど
、
こ
れ
ま
で
処
遇
改
善
加
算
の
対
象
と

さ
れ
て
来
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
種
別
に
も
処
遇

改
善
加
算
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
産
性
向
上
や
協
働
化
に
取
り
組
む
事
業
者

に
対
す
る
上
乗
せ
の
加
算
区
分
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
も
今
回
の
処
遇
改
善
加
算
の
特
徴
で
す
。

具
体
的
に
は
、
見
守
り
機
器
等
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
導
入
や
、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携

シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

⑵
食
費
・
居
住
費
の
見
直
し（
令
和
８
年
８
月
よ
り
）

　
介
護
保
険
施
設
等
の
食
費
・
居
住
費
は
、
所

得
区
分
が
第
4
段
階
（
課
税
世
帯
な
ど
）
の
方

至誠ホームミンナの夏の風物詩至誠ホームミンナの夏の風物詩

ミンナ納涼祭ミンナ納涼祭
８８月月７７日（金）日（金）1818時時開催開催！！

　今年も暑い夏を熱い盛り上がりで吹き飛ばします。
ここ数年は新型コロナなど感染症の影響で規模を縮小
してきましたが、今年は桜の木の下での盆踊り、園庭
での模擬店、ピロティでのコンサートなど、全盛期に
近いかたちで開催予定です。開設以来ご入居者・ご利
用者・ご家族・ボランティアさんなど地域の皆様との
絆を大切にしてきたミンナにとって、納涼祭は大切な
イベントのひとつです。感染症対策を施しつつ、季節
感のある盛大な会になればと思っております。
皆様のお越しをお待ちしております。

至誠ホーム国分寺ブロック
至誠ホームミンナ 地域密着型特養

楠田　健介

みんなで一緒に
働きませんか…

正職正職員・員・契約職員募集契約職員募集正職員・契約職員募集
至誠ホームの信頼できる経験豊かな仲間と

　　　一緒に働きませんか…

社会福祉法人
至誠学舎立川

至 誠 ホ ー ム

募集要項

●至誠ホームは明治 45（1912）年設立、110 年
の伝統と実績を持つ社会福祉法人至誠学舎
立川の運営する高齢者総合福祉施設です。

●立川市（3拠点）、　国分寺市、調布市に勤務地が
あります。

ご紹介も
お願いします!

職種：特別養護老人ホーム介護スタッフ
給与：250,000～290,000円（経験加算あり）
※契約職員、夜勤専門スタッフも募集中!
お問い合わせは統括事務局 採用担当まで
電話：042-527-0031  E-mail : recruit@shisei.or.jp
ホームページ：http://www.shisei.or.jp/recruit/

▪
オ
ン
ニ
ま
つ
り
開
催
！

（
令
和
８
年
６
月
27
日
㈯
）

　
台
風
の
影
響
に
よ
り
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
模
擬
店
や

お
遊
び
コ
ー
ナ
ー
・
よ
さ
こ
い
演
舞
で
夏
祭
り
ら

し
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
リ
ン

ス
タ
ッ
フ
２
名
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
曲
の
歌

唱
も
あ
り
ま
し
た
。
当
初
多
く
の
ご
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
来
園
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
多
く
の
方

が
思
い
を
寄
せ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
、

あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
来
年
度
は
皆
さ

ん
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
共
有
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
！

▪
キ
ー
ト
ス
ま
つ
り
開
催
！

（
令
和
８
年
７
月
４
日
㈯
）

　
恒
例
の
キ
ー
ト
ス
ま
つ
り
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
地
域
の
方
に
も
7
年
ぶ
り
に
お

声
掛
け
を
し
、
当
日
の
会
場
は
大
盛
況
！
「
楽
し

か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
！
」
そ
の
よ
う
な
お
声
が

た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
「
故
郷
」
で
は
皆

さ
ん
の
心
が
一
つ
に

な
っ
て
大
合
唱
！

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
素

敵
な
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

【
行
事
報
告
】


